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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年11月5日(2009.11.5)

【公開番号】特開2008-33210(P2008-33210A)
【公開日】平成20年2月14日(2008.2.14)
【年通号数】公開・登録公報2008-006
【出願番号】特願2006-259267(P2006-259267)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    　　　　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７１　

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月17日(2009.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂、着色剤、及びワックス成分を少なくとも含有するトナー粒子と、無機微粉体
とを有する非磁性トナーにおいて、
　　　前記トナーの１１０℃における貯蔵弾性率（Ｇ’１１０）が２．００×１０４～２
．００×１０５ｄＮ／ｍ２、
　　　１５０℃における貯蔵弾性率（Ｇ’１５０）が３．００×１０３～２．００×１０
４ｄＮ／ｍ２であり、
　温度を横軸とし、貯蔵弾性率Ｇ’の常用対数ＬｏｇＧ’を縦軸とした温度－貯蔵弾性率
曲線を温度で微分した微分曲線において、
　６０～１３０℃の温度領域で微分曲線の最小値となる温度をＴ０として、
　温度Ｔ０＋ａ（℃）における微分曲線上の点と温度（Ｔ０＋ａ）＋１（℃）〔但し、ａ
は０～９の整数〕における微分曲線上の点とを結ぶ直線を引き、傾きが最も大きくなった
ときの直線をＡ、
　温度Ｔ０＋ｂ（℃）における微分曲線上の点と温度（Ｔ０＋ｂ）+１０（℃）〔但し、
ｂは０以上の整数〕における微分曲線上の点とを結ぶ直線を引き、傾きが最も小さくなっ
たときの直線をＢ、
　温度Ｔ０＋ｃ（℃）における微分曲線上の点と温度（Ｔ０＋ｃ）+１０（℃）〔但し、
ｃは上記直線Ｂを与えるときのｂよりも大きい整数〕における微分曲線上の点とを結ぶ直
線を引き、傾きが最も大きくなったときの直線をＣとしたとき、
　　　Ｔ０から直線ＡとＢの交点までの温度幅ΔＴＡが、１℃≦ΔＴＡ≦２０℃、
　　　直線Ｂと直線Ｃの交点の温度ＴＢＣが、１００℃≦ＴＢＣ≦１２０℃
であることを特徴とする非磁性トナー。
【請求項２】
　前記非磁性トナーの損失弾性率（Ｇ”）の貯蔵弾性率（Ｇ’）に対する比（Ｇ”／Ｇ’
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）で表わされる損失正接（ｔａｎδ）が、６８～８５℃の範囲、及び１１０～１３５℃の
範囲にそれぞれ極大値（Ｐ０・Ｐ１）を有し、
　１１０～１３５℃の範囲に存在する損失正接の極大値ｔａｎδｐ１と、１７０℃の損失
正接ｔａｎδ170の差が０．６０以上であることを特徴とする請求項１に記載の非磁性ト
ナー。
【請求項３】
　前記非磁性トナーの８０℃における貯蔵弾性率（Ｇ’８０）の１００℃における貯蔵弾
性率（Ｇ’１００）に対する比（Ｇ’８０／Ｇ’１００）が１０～３０であり、
　前記非磁性トナーの１００℃における貯蔵弾性率（Ｇ’１００）の１２０℃における貯
蔵弾性率（Ｇ’１２０）に対する比（Ｇ’１００／Ｇ’１２０）が５～２０であり、
　前記非磁性トナーの１２０℃における貯蔵弾性率（Ｇ’１２０）の１５０℃における貯
蔵弾性率（Ｇ’１５０）に対する比（Ｇ’１２０／Ｇ’１５０）が３～１０であることを
特徴とする請求項１又は２に記載の非磁性トナー。
【請求項４】
　前記結着樹脂が、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）により測定され
る重量平均分子量（Ｍｗ）が２，０００～５，０００であり、ガラス転移温度が５２～５
８℃である低分子量ポリマーを含有することを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に
記載の非磁性トナー。
【請求項５】
　前記トナー粒子は、水系媒体中で製造されたものであることを特徴とする請求項１～４
のいずれか一項に記載の非磁性トナー。
【請求項６】
　前記トナー粒子は、重合性単量体、着色剤、及びワックス成分を少なくとも含有する重
合性単量体組成物を水系媒体中に分散し、造粒し、重合性単量体を重合することによって
得ることができるものであることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の非磁
性トナー。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するための本発明は以下の通りである。
　＜１＞結着樹脂、着色剤、及びワックス成分を少なくとも含有するトナー粒子と、無機
微粉体とを有する非磁性トナーにおいて、
　前記トナーの１１０℃における貯蔵弾性率（Ｇ’１１０）が２．００×１０４～２．０
０×１０５ｄＮ／ｍ２、
　１５０℃における貯蔵弾性率（Ｇ’１５０）が３．００×１０３～２．００×１０４ｄ
Ｎ／ｍ２であり、
　温度を横軸とし、貯蔵弾性率Ｇ’の常用対数ＬｏｇＧ’を縦軸とした温度－貯蔵弾性率
曲線を温度で微分した微分曲線において、
　６０～１３０℃の温度領域で微分曲線の最小値となる温度をＴ０として、
　温度Ｔ０＋ａ（℃）における微分曲線上の点と温度（Ｔ０＋ａ）＋１（℃）〔但し、ａ
は０～９の整数〕における微分曲線上の点とを結ぶ直線を引き、傾きが最も大きくなった
ときの直線をＡ、
　温度Ｔ０＋ｂ（℃）における微分曲線上の点と温度（Ｔ０＋ｂ）+１０（℃）〔但し、
ｂは０以上の整数〕における微分曲線上の点とを結ぶ直線を引き、傾きが最も小さくなっ
たときの直線をＢ、
　温度Ｔ０＋ｃ（℃）における微分曲線上の点と温度（Ｔ０＋ｃ）+１０（℃）〔但し、
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ｃは上記直線Ｂを与えるときのｂよりも大きい整数〕における微分曲線上の点とを結ぶ直
線を引き、傾きが最も大きくなったときの直線をＣとしたとき、
　　　Ｔ０から直線ＡとＢの交点までの温度幅ΔＴＡが、１℃≦ΔＴＡ≦２０℃、
　　　直線Ｂと直線Ｃの交点の温度ＴＢＣが、１００℃≦ＴＢＣ≦１２０℃
であることを特徴とする非磁性トナー。
　＜２＞前記非磁性トナーの損失弾性率（Ｇ”）の貯蔵弾性率（Ｇ’）に対する比（Ｇ”
／Ｇ’）で表わされる損失正接（ｔａｎδ）が、６８～８５℃の範囲、及び１１０～１３
５℃の範囲にそれぞれ極大値（Ｐ０・Ｐ１）を有し、
　１１０～１３５℃の範囲に存在する損失正接の極大値ｔａｎδｐ１と、１７０℃の損失
正接ｔａｎδ170の差が０．６０以上であることを特徴とする＜１＞に記載の非磁性トナ
ー。
　＜３＞前記非磁性トナーの８０℃における貯蔵弾性率（Ｇ’８０）の１００℃における
貯蔵弾性率（Ｇ’１００）に対する比（Ｇ’８０／Ｇ’１００）が１０～３０であり、
　前記非磁性トナーの１００℃における貯蔵弾性率（Ｇ’１００）の１２０℃における貯
蔵弾性率（Ｇ’１２０）に対する比（Ｇ’１００／Ｇ’１２０）が５～２０であり、
　前記非磁性トナーの１２０℃における貯蔵弾性率（Ｇ’１２０）の１５０℃における貯
蔵弾性率（Ｇ’１５０）に対する比（Ｇ’１２０／Ｇ’１５０）が３～１０であることを
特徴とする＜１＞又は＜２＞に記載の非磁性トナー。
　＜４＞前記結着樹脂が、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）により測
定される重量平均分子量（Ｍｗ）が２，０００～５，０００であり、ガラス転移温度が５
２～５８℃である低分子量ポリマーを含有することを特徴とする＜１＞～＜３＞のいずれ
か一つに記載の非磁性トナー。
　＜５＞前記トナー粒子は、水系媒体中で製造されたものであることを特徴とする＜１＞
～＜４＞のいずれか一つに記載の非磁性トナー。
　＜６＞前記トナー粒子は、重合性単量体、着色剤、及びワックス成分を少なくとも含有
する重合性単量体組成物を水系媒体中に分散し、造粒し、重合性単量体を重合することに
よって得ることができるものであることを特徴とする＜１＞～＜５＞のいずれか一つに記
載の非磁性トナー。
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